
20.化 学 装 置

CHEMICAL PLANTS

20.1化 学 装 置

化学プラントの急激なる需安の増加に対処するたぎ),lhが拠作所

ではプラント部に新たに.汁画誅を設け,プラント建設に最も市要な

エンジニアリング業務部門の強力化を果L.,rl宣の総合接術を十分

に発揮Lうる態勢が碓ルし,名実ともにプラントメーカーの地位を

築き上げることができた｡

石仙化学,れ油桁製,合成繊維 合成樹脂,ガス化学,ならびに

アソモニア合成工業の諸会神に広く化学プラントおよび化学株械を

納入し優秀なる成果を上げている｡

従来のプラントは外国技術の導入に基き製作したものが大部分を

占めていたが,最近では国産技術に基くパイロットプラントの建設

が各刀凧こわたり参画されている｡

化学機械 榊こついては着々とその実が上ってきており,特に

スタンダードバキニし1-一ム祉向として石油精製装置をフィリッピンに

輸=することができた｡

棚低混用機調の開発に努力L-90～-2000Cの低温で使用する反

応榊ならびに機械を納入し優秀なる成果をおさめた｡

耐熱,耐腐材料としてハステロイ,チタンおよぴシクロマールな

どの特殊材料の加工研究が完成し 殊材料の製品を多量に生産し近

代化学プラントに数多くの貢献をした｡

また35年度から高圧高温,大容境の発 用ボイラを主製品とする

各種燃焼装m,高圧高温横器および配管の専門工場として設備さ

れた酢紆亡場呉二1二場が稼動し始めたが,これはまた当然,高温熱分

解,合成原料輸送,高圧合成などを含む,前納イヒ学装置の最

工場でもある｡操業後なお目は

∵

此
鴫
4

いが,天然ガス,製鉄コークスガ

ス,原油などを原料とする,アンモニア製造装置の高圧合成胴類,

高枕張力鋼を使用する,高圧大形球形容器筑石油改質高温圧力容

礼燃焼装置を含む分解炉,熱媒体加熱炉,高圧あるいほ高温僅管

などを受注製作しており,日立製作所がエンジニアリソグする化学

プラント設計製作の一翼を担当している｡開発研究の主眼は弟1表

に示すように,燃焼装置を含む高温熱分解においており,着々その

態勢をととのえつつある｡

20･1･lアンモニア製造装置

最近数年間アンモニア製造装置は合理化の一途をたどり部分的に

は実続をあげてきたが天然ガスからアンモニア貯蔵設備に至る全休

プラントのエンジニアリングを含めて計画,設計,製作および現地

工事など日立製作所各工場の特色を生かL′た一連のプラントを完成

Lた｡その安全性,信頼度,経済性の主要点を▼■F記する｡

(1)中肛ガス化より冶汗仁合成に至る仝プラントの関連件を考慮

に入れて所要面積の削減,機械室建屋の簡

設間を採用し設備費の低減を行った｡

化,可能な限り屋外

(2)｣二場内電気室の簡素化と同時に計装制御の信頼度向上と運

転人員削減のため監視盤,補助盤および計装盤の合理的組合わせ

配列を採用した｡なお揮二昆制御に伴う動力費低下も考慮に入れ

た｡

(3)この種プラントの生命である操業率の向上維持は従

ンモニア合成設備より範囲,運転条件ともに厳

様決掛こあたり惧屯に瑚点した｡

のア

であり機番の仕

(4)熔接接硝の進歩に伴い300kgノ′cIT12耐圧容掛こ特殊材料の

熔接揮需を採用し,また高り三300kg′′/cm2醐利こも全面〔佃こ熔接

第1表 昭和35年日本の製油所副生ガス発生丑予測(t/′年)

ガ ス 名

水 素

メ タ ソ

エ チ レ ン

ニL タ ン′

フ ロ ヒ レ ン′

フ ロ パ ン′

プ キ レ ソ

ブ タ ソ

ペ ソ
_タ
ソ 以,.l二

合 計

Topplng

2,300

6,000

29,100

50,4()0

2,000

97,nOO

FCC

3,900

15,600

11,700

19,500

81,900

46,800

93,600

1.09,200

7,800

390,000

熱分研

3,300

400

4,000

4,800

5,3〔)0

1,500

1,500

1,200

22,000

介

9,700

28,600

12,100

54,900

86,700

108,500

95,100

117,900

11,40()

524,900

FCCからのガス量 74%

エチレンの発生_量少なく 2%にすぎぬ

エチレン増加の方策
A･エチレン系製品ほ,重要度からも琵的にも石油化･'羊の主要晶であり,石油製

精副生ガス巾のェチレソ分がはなほだ少ないことは,エチレン給源に対する

方嫡を必要とする｡すな】_)ち,次の方法が実用されている｡

呵 アメリカのように天然ガスのユタこ/･プロパソを熱分解
句 副竺｣ニガスに含まれるユタソ･プロパンを熱分断

q)液体石油を,高温熱分朝(Pyrolysioうして,エチレソを比率高く製造する

B･日本石油化学妹式会社こゎけるS罠Gよりコ∵ナレンの高温熱分析

原料 カ､ソリン 16(),0nOkJ/隼

ガスおよび放休
オフガス

ニLチレソ

フロビレソ

ブタンェノ

ブチレソ

分解ガソリン

重 油

21,200t/年(主成分メ･クソ水素〕

25,000t/年

16,3()Ot/年

5,150t/年

8,460t/年

40,050kJ/年

8,060kJ/年

第1図 アンモニア合成プラント

を採用して,漏えいの原田となる 所を削減Lた｡

(5)窒素洗浄髄潤領空気分離装置との関辿のもとに最近数年間

の矢掛こより運転,安全性,動力 低下などいくたの改良点が織

りこまれている｡

(6)ガス化設備は触媒部分酸化方式で熱回収設備を保有し,脱

炭酸ガス設備も熟眠酸カリなどの改良プロセスを採用Lたため,

残溜炭酸ガスはほとんど問題にならない｡また合成堺内部装置も



立

窮2図 石油精製川J精i■俳桁の債=し

冷却水循環系の合早出ヒと触媒入榊寺の取扱い容射去る構造的申た

新設計を加味した｡

20.1.2 石油精製装置

近年アメリカのイ制会伸二よる血相アジアにおけるイJ油粁粧矧-1-亡

急が設建の られているが,こj~しらの矧J′■こをl_-･〕際入札などに

よる外円発注方式がとられてきた.二.これらの一環としてスタンダー

ド･ヴァキューム杜によるフィリッピンのバター

あたり,日本におシナる化学

の所‥打精ソ 設に

蹄の技術的,維淵乱｣二梓的優秀性に

茄1_l,この装置の調述を日本において行った.廿立製作所は齢灘閲

をはじめとする堺槽 を主体とした,精製装胡の主要弘分を受注,

納入し,その技術を高く評価されていることば,初のイ用=相生誓装;J′■亡

の輸Jl‡ 特てしと

甚株式会社,

されてよいでぁろうr..またい三1内においてほJlけこ即t

亜燃料二L 株式会社など,桁槽 ごはい瑚■.川謝闇

交換器など数多くの装置を納入し,好評のう､らに甘鯨｣-｢である｡

20.1.3 石油化学および合成繊維装置

二百山化学の急 なる発達により,わが国の合成繊維工

料をポ柚化学iこ転襖,急

もその原

なる発展をとげてきた｡日二む製作所ほエ

チレン,スチレン,キシレンなど了封由化学プラントを多数建設して

きたが,特に高温,柚低温,高圧装抑こおいて,その優秀なる技術

をいかんなく発揮,好評を博してきた｡また合成繊維1二

はビニロン,アセテート装閏などの なムの設

において

らず,頂料甜~"]たる

石油化学における酸化装置に進州,テトロン原料の某社テレフタル

酸装置,またナイロン頂料たる,酸化7ノン装開など,エソジニヤ

リングより 設まで-･坑Lてその
.鋤こあたり,これら合成仏経に

評 第43巻 第1号

.rゴいてほ,その原料より重合に至るまで,･一賞して口立製作所の装
躍が供川されるにやった.これらの装置の建設により,今後発展を

期待される酸化⊥業における有力なる地歩をかため得たということ

ができよう

20.1.4 特殊化学機械

化隼化学丁業の急速有る発展と,二れに伴う外いこl技術の導入によ

f),新Lい材料または特殊た聖経仁の必要を′巨じてきた{〕これらの要

求にそうたム′〕,35il渡には行稚の特殊材料の工作,特殊機器の製作,

研究を完成そのワミけ〕化に成功をおさ♂)た｡

(1)ハステロイ,チタン18Cr,シクローマールなど高クロム系

など,斯い､村札 またほ従来解接困雉といわれてきた材料の高

批 人形の機船の製刊-…,熔接に成功,才｢帥化学,合成繊維化学力

而に実朝化し,引つづき受注Lている｡

(2)高圧軸封装置

オートクレーブ用メカニカルシールほ300つC,100気拝までの

ものほすでにIl司内行杜に がけ製作納入してきたが,偏心軸封装

蹄.多段軸封装世の完成により,その実用箱馴悼ますます拡人し

一100～3000C,300気はにおいても実用~･-∫能となった｡

(3)合成樹脂加工機械

合成紙維工業,合成樹脂工業の発達に伴い,その加丁二機械もま

すます高精度,■応性能を きた｡これらの要求に対応し

て仝】'†動エクストルーダを完此 納入し好評のうちに稼動中であ

るしjこのエクストノし-ダの特長は次のとおりである｡

(a)週岨†-の17-1_=量∴骨l~三を【一l動的に一党に保つことができ

る｡

(b)運転な申1卜き-ることなく,ノズルの交換ができる｡

(c)多数のエクストルーダを l相聞できる｡

20.1.5 熔接圧力容器の設計製作

化学工業用圧力容灘の設計は,ホくから発展したアンモニア合成

部門のようi･こ,鍛造胴を佐川したものと,発展の斯い､オ~制化学二L

実に.糾ナるように熔接督 類を使用したものとが相互の交流なく,

それぞれ使用されてきた｡

一方代表的な圧力腎器たるボイラドラムを見ると,

渾板リベット→中厚板リベット→鍛造削成→全熔接

のように,ボイラの高圧高温,大谷_尉ヒとともに,材料,設計,

作技術の攻誉を迅戒Lながら発展してきており,均質,高強度な素

材を能率的かつ,製法の容易な板として人手し,この板を成形,熔

接することによって鍛造あるいは造管能■力による制限を打紋L,大

容れ化な黒現Lてきたと考えられる(1

呉工場は,8,000t フランジソグプレ

ス,200万ボルトⅩ線装置,25m,250t

第3図 ポリ エ チ レ ソ プ ラ ノト

焼鈍析ヒど大形熔接けり]容器製作の記

録的最新設備を石し,すでに設計圧力

300kg.′七1112G のアン㌧モニア合成 置用

疑緬胴を厚板成形熔接により製作納入,

引続き内径900nlm,長さ14mの合成胴

の設計製作に着手している｡かつ従来鍛

造胴の独占するところであったアンモニ

7合成の高圧部門にも,熔接容器が採用

され,構造の合理化,大容最化へ大きく

発展することが期待される｡

20.1.る 日産化学工業株式会社長岡

工場納計装盤

化学工業はわがl当では比較的歴史の浅

い産業であるが,あらゆる化学製品分野

にわたF),今後急 に発展することが･■予
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第4図 熔 接 凝 縮 胴

第6岡 750t液安球形貯糟

思され,現在漸い､化学プラントが続々と建設されているしJ

これら化学プラントの製造~L二村(プロセス)ほはとんど計装によ

って自動制御されるのが現状である｡.Lかもこのプロセスの計装の

良否はプラント全体の効率と製品の品質美オ右する._ Lたが一)て,

プラント本体の製作と,計装部l'l~jの製作とが同一メーカーに∴上∴て

なされれば,密接な協力かでき,機器の諸朝性に合致した完全な計

ができることになる

仁1蕗化′1芦I二株式会社長岡L場納の7ンーtニーア~ノうントの.汁装は

上記の条件が満点された-

ともに,ガス分解 脱択,

作したものである｡工

然ガスと酸 の流鼓比

･例であって,この.廿畏はプラント本体と

含似け戯,硫安製造ほですべで-･抽受注

計器もすべ~~〔日立製のものを使川L,大

制御も子｣二わせている.｡｣

計装盤は,グラフィック濡分を盤の上狛こ.諷~J-て,七

ック形とし,各フロー,機器

グラフイ

をそれぞれ色別一夫示L,かつ計器お

よびコントロール弁類ほ計器盤_卜の言胴裾l▼と対応Lてl¥レjミLたし､ま

たコンプレッサ,ポンプ類の運転, 急遮l研弁の動作などほシンポ

ル中にランプを埋込み表示L,指示計もグラフィック根上に設け,

全装置の運転状況滋一l-1でわかるようにLている.ノ

このほか,日本合成化学⊥業株式会社,旭化成_【_二~美称式∠ミ社,l昭

和油化株式会社,日本レーヨソ株ぺ会社など多数の.汗製掃射パフラン

トとともに製作納入されたJ

20.2 TO-プラント(_酸素製造装置J

昭和35年度を顧みると製鋼悔よび化学両方耐こかつてない多数の

′rO-プラントが納入さjt,多くのリミ統を子しfたり丈獲のイドであった疇J

そしてこれらのプラントの容=:ほ隼とともに人形化し数隼前では予

魚ともLなかった大形ウラント7ド押通の揮いとLて受け取られるほと

空気分離法閏の製作技術が進んだことも≡jりミでふり,この方面の√ぷ

要面における びのほげしさを感じさせる｡この大形化に作い当然

装i_酎)効率,稼動率の向上,持桂川途に応じた特長ある娘誹-を騒抑一三

しうる能力もいまたかつてなかったほど要求せドノJLたのでぁるカ､こ.

一山tl _l!
ゝ
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拾5図 30kg/Cnュ2,30nm3球形西要素貯椚

第7r冥l｢†硫化学長岡⊥場納凝縮胴

35年度のこの1班予における成与には--･応これらの要求をほぼ満足せし

め得た~ものと考えている..

こかイ.)の二㌢∫もな成果をふけJLは-,

(1)電力J京中位の車l

べ-ンノコントロー′し什■訂速~高性能げ一本山師機の完成と精溜耶

製作接利寸のい′りLによりわすか0.515kWh.′■′Nm302で正純度酸素

石ご]三封三Lうる果損なあげた-｣

(2)冷諭酎~l一川多保冷による屋外形TO-ブラント接彿fの確立

局外形吏｣る
.甘賞の狛少と冷戚煉形一米作による定修用Jr7_臣卜減

による稼1執ヰミの｢11｣上たど技術卜の成果は人きい

(3)′rO Hプラントの開発

多段高l上液酸タービンポンプを開発し,酸素圧縮機のいらない

高圧酸素欄ス発′一三フ■ラントの完肱､

(4)TO-プラントと結合せる窒素洗浄プラント第3弓一装置の

完成

Texaco Pl`oceSSにり聞き New Fauser Process と削んたア

ンモニ7｢ナ成川人形墨壷洗浄フ■ラントが稼動に入りこの分野i･こお

ける技術の完仝な椎止,このほ′つ･300--500N1113′ノ′hの02を発ニヒ

する小形法嗣も数基礎作L,-･部液体酸素且製遣L′うる頼長ぁる

ものもこの11~1にまじっている.ノ

今後はごう5年度の数多くの戊来を礎として,
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(1)さらに超大形TO一プラントの

開発

(2)計装に重点を置いてOneMan

Controlプラソトの宍

(3)保守の簡易化を目的とした設

計

などに心掛けるとともに他方これら低

温技術の応用面の開拓すなわち石油化

学方面における低温ガス分離装置を開

発し国産技術の確立を打ち立てること

が,われわれに課された任務であると

考える次第である｡

20.2.1昭和電工株式会社納

3′500Nm3/hTO-プラント

本プラントは,35年1月より稼動し

ているが,酸素3,500N1113/′11,98.5%

のはかに,99.9%と99.7%の高純窒素

をそれぞれ5,000Nm3/′hおよび3,500

Nll13/h を採取できる特長ある装置で

ある｡標昨のTO-プラントでは,苔

冷冶4

立 第43巻 第1号

第9図 昭和電工株式会社納

3,500Nm3/h TO-プラント

を設けているカ1本装置では99.7%の高純窒素採取用の蓄

冷舘を2基加えて,計6韮の蓋冷器を設けてあり,この点で新設計

の装置である｡

20.2.2 九州電気工菓株式会社納500Nm3/h TO･プラント

本プラントは,酸 発生量500Nm3/h ち

ゝ
｢
ノの 400Nm3/′hはガス

酸として採取し,残りの100Nm3/hは,液酸として 駁し貯楢に

蓄硫するように計画された特長あるプラントである｡ガス酸と同時

に一部を液酸として採取できる TO-プラントは,本装置が最初の

ものである｡

液酸を採取するプラントであるため,ガス酸だけを採取するプラ

ソトに比べて多量の とするので,本プラントでほ,膨脹

タービンの処理風量を増加し,寒冷発生二辻の増大をほかっている｡

もちろんガス酸だけを採取する 転も可能である｡ガス酸と同時に

一部を必要に応じて液酸として採取しこれを貯蔵して,酸素所要量

のピークに備えることのできる運転の幅をもったプラントの必要性

は大きくなっている｡

本プラントと同様なものにLl本鉱 株式会社佐賀関納560Nm3ノノ′′h

TO-プラントがあり,ともに発生酸素純度が99.8%という~岳純呟で

あることも特長である｡

20.2.3 秋田石油化学株式会社納2′000Nm3//h TO･プラント

本プラソトほ,既納秋田石柚化′丁芦株式余剰二納2,000Nnュ3ノ′h TO-

プラント1-;J･プラントにつぐ2弓一プラントであるが,1リブラント

が中間抽気方式であったのに対し木2シJ･プラントはリ rl立製作所の

特許である再熱回路力式を採用し,その成果をおされと｡

昭和35年5月きわめて好調に稼動開始L,膜調に運転中である｡そ

の運転実績ほ,下記のとおりであり,仕様を上まわる成潰を′J二してい

る｡特に原単位(酸素1Nm3/hを発生するに要する電力)0.515kWh/

Nm302は従来にない優秀な値である.｡

計 画 仕 様

実 損

蛸二串位リミ損

2,000Nm:i/h

2,113Nm3ノ/h

99.4タJ

99.49%~

0.515kW/NmflO2

300Nm指/h

319Nm8/h

99.9%

99.9%

20.2.4 住友金属工業株式会社納3′800TO-H70ラント

水プラントは,35年10Jjより好訓如こ稼動しているれガス酸3,710

Nll13ノ′h99.5%と液休酸基70Nm3/′′hを同時に採取することができ,

第10岡 秋田石油化子株J･(会社納

2,000Nn13/h TO-プラント

しかも TO-プラントでは 花からでる酸素は大気圧付近の低圧で

あるのに対して,本プラントでは酸素ほ20kg.′･′cIn2Gに昇任された

状態で 置をでるため,酸圧機を必要とLない｡-うーなわち,精溜塔

主凝縮器からでる液体酸 を液酸ポンプにより所定拝まで昇止し,

これを高圧空気と熱交換させて寒冷回収し,蒸発気化させて所定圧

の常温酸 ガスをえる方式凍採用した装置である｡

昇圧された液体酸素をガス化するための高圧空気(120kg/′cll12G

～max150kg/cm2G)は,精溜靖下塔に送入される原料空気の一部

を蓄冷器④内に設けた巻込管および熱交換器⑭,
,④を通して常

温まで温度をあげ,高圧空気圧縮機⑭により圧縮してえられる｡本

プラントの機器の構成をTO-プラントの場合と比較してみると次

のようになる｡

TO-プラント

原料空気圧縮機+蓄冷器+膨脹タービン+精溜堵+酸止機

TO-Hプラント

原料空気圧縮機+苔冷帯+高圧空気圧縮機+冷凍機+高虻熱交

換器+精溜塔+液酸ポソプ

結局,TO-プラントの場斜こは,分離装眉のほかに酸圧設備を設

けなけ.出よなFJないれ 本プラントでは醸托機は不要で送酸配管を

含む送酸設備を比較的コンパクトにすろことができるが,運転操作

第11図 住友金属株式会社錐3,800TO-Hプラント
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はやや複雑になる｡プラント全休としての酸素のJ㍍~川1仙よ,TO-プ

ラントとTO-Hプラントではほとんど差がない｡

なお,本プラントの運転操作盤にはグラフィックパネルを

てあるのも特長の一つである｡

用し

20･2･5 八幡製鉄株式会社戸畑工場納4,500Nm3′′′hTO-プラント

本プラントは,既納戸畑工場納4,500Nm3/′11TO一プラント1号

プラントにつぐ2号および3号プラントである｡

1号プラントと同様,酸素発生量4,500Nm3/h99.6%,窒素発生

量3,000Nm3/h99.99%という仕様で,いずれも蓄冷器内に設けた

巻込管を通して採取している｡すなわち,酸素4,500Nm3/hと窒

3,000Nm3/h計7,500Nm3/h分をコイルに巻き込んでおり巻込

風量の多いことは,人絹昆のプラントであることと同時に本プラン

トの特長である｡なお本プラントについで 6,000Nm3/h という大

群最のプラントが同地に建設される予定になっており目下製作中で

ある｡
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20･2･d 日本鋼管株式会社納4′500Nm3/hTO-プラント

さ封こ,八幡製鉄株式会社および日本鋼管株式会社に納入Lた

4,5()ONTl13/■■11TO-プラントと何様,わがlコ司の既設の酸素発生髄眉と

Lては最大のプラントの一つである｡特長としては,4,500Nm3′/h

99･6%という人:~占:の懐素のほかに,99.99ヌgの高純窒素を,4,500

N-ユー3//11も採取できるようになっていることである｡この場合,酸

素も窒素もともに高純度であるため,純度低~~Fを防ぐため蓄冷帯内

に｢没り~たコイルに,発′-r工廠素および窒素の全量を通して採取してい

る｡すなわち,酸素4,500NIn3/′′′hと窒素4,500Nm3/′h計9,000Nnュ3/′ll

分のコイルを蓄冷帯に巻込んでおり,巻込み風量の多いこともこの

プラントの大きな特長である｡

作盤は,既納日本鋼管株式会社納 4,500Nn13/′hl号プラ

ソトにあわせグラフィックパネルを 用している｡

20･2･7 日産化学工業株式会社納 2,700Nm3/h TO･プラントおよ

び窒素洗浄装置

別府化学二L …株式会社および旭化成⊥業株式会社に納入した窒

洗浄装筐につぐ窒素洗浄装置のニi号装~置である｡窒素洗浄基層は前

の二者と同様TO一プラントと結合させた日立製作所独特の方式

であって世界にもほかに類のない装置であるが,装置の稼動圧が

13kg/cm2Gで,前2者の24～28kg/cm2Gに比べて低いことが大

きな特長である｡

本プラントほ,アンモニヤ行成用ガス精製の根幹となるヰ)ので,

TO-プラントほ酸素2,700Nm3/hと窒素4,700Nm3/hを発生L,

窒 軋#-装浄 TO一プラソトからの窒素を利用して,水素を主

成分とする原料ガス し,同時に水素と窒 の混合比を3対1

に調埜するようになっている｡精製ガス中のCO含有量ほ数ppm以

下という微量である｡

洗浄耶の液面制御,混含比日動調節,ガス冷却器液面制御など自

動制御も有効に利用し効 をあげている｡

20.2.8 大日本セルロイド株式会社納3dONm3/h TO-プラント

本プラントは,石材蓄冷器をもったTO一プラントとして既納プラ

ソト■い滋小容量のものである｡酸素の用途は,酢酸製造用で,

発生ぎー辻ほ360Nm3/1199.5%である｡360Nm3/hの酸素発生量に対

し,純窒素700Nm3/h99.5%を乾 状態で採収するため,蓄冷器内

に多量の巻込管を設けてあり蓄冷轟の巻込管の川合いが大きいこと

も特長である｡小形装置であるため原料空気圧縦横には往復動圧縮

第13団 円本銅管株式会社糾

4,500Nm3/hTO-プラント

第14図 R産化学｣二業株式会社長岡工場納

2,700Nm3/hTO-プラントおよび窒素洗浄装置

機を使用している｡を旨置内に油を持込

むのを防ぐ処置としては,圧縮機潮L†

に,サイクロンセパレータおよび洞=統

去器を設眉しており,十分柚除去の目

的を,越している｡プラントの操作ほ,

一汁通2階にて子｣ニラのであるが,本プラ

ントほ2附を設けず1階に操作盤を設

けたことも特長の-一一つである｡

20.2.9 原料空気圧縮磯用操作盤

頂甘トウ汁気圧縮機ほプラントの容二:声二増

人に伴い,したいに大形となり,駆動

､] を類機淵
ハレ

数多め始を機動電

制御するはもちろん,機械側の監視制

御もー一括Lて行うようにな/-,た｡弟15

図(上八幡製鉄灘｣▲(会社,い畑!:場納の

原料空気丑灘瀾肝個竹雄㍑豆す｡本塩

から3,000kW主電動機,給油ポンプ,

冷却フアン,エアフィルタ,水洗冷却

構冷却水ポンプなどを絵描制御し,址

紡機の吸込み,吐出および給油比力測
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第15図 八幡製鉄≠式会社納規椚･空な川一紬機川

1吉子;-溝川欄闇

立 評 第43巻 第1一号

弟16【又l住友金属｣二業保ぺ会往納≠制空気‖二紺盲機川

総措制御願

定川速成計ならびにクーラ空気叛け十∴上こトトレーン抜目棟水器,油

面計,斧帥受I椚晶鳳i-†･などな.三■笠け,ラン十人故障豪′パ㍑も宗備して

監視を牢易にLているし

また弟1る図ほ住友金屁｣二業株式ム杵,小倉製鉄所納の監視盤で,

2,300kW圭電動機,1,3001くWj川二機おエび神位たどすべて㌢射~い

監視制御し,合理的な総合運転が符易に行えるようになっている｡

20.3 電気集じん装置

20.3.1セメント産業用電気集じん装置

昭和35年度に完成した磐城セメント岐阜工場納,1,2,

ールキルン用 亀丸
雷±㌔ニイ じん装置は,レホールキルン用電気

としては記録的大容見なものである｡

この集じん装置の特長は,

3ぢ･レポ

じん装際

じん電極に両飛散の少ない波板電極,

じん極つち打ちには順次つち打力式を採用し,さらに集じん室m

口には逸｢l‡ダ､スト捕集用のシュートノニップルを付設し,従

に比し集じん窒を小形化Lた｡

この集じん装置1

形 式

ガ ス 量

ガス温度

ガス湿分

含じん品

集じん率

圧力損失

基の仕様はト記のとおりである｡

CO-HP23

200,000m3′ノh

llO OC

RHlO%

23g.′･Nm3

99グム

10mnュAq

のもの

弟17図ほ磐城セメント岐阜コニ場納レホールキ′しン川電気焦じん

装置であるし

20.3.2 金属製錬用電気集じん装置

製鉄工 における平炉ガス川集Jん装一郎は34年度に引続き,35年

鹿川崎製鉄株式公判千葉製鉄所へ2引阻 3-ぢ▲機を完成納人Lた｡

また非鉄金属製戯用として,有価牛帥川又設備の一斑とLて,二三∩

市製鉄株式会社三日市製錬所ベカドミウム回収用電気

納入した-.

焼

じん装置な

炉排煙中よりのカドミウム回収設備として電気倭江ん装置を

設苗す宣ことは従来類例がなカ､--〕7Jウ､こ,l~hが担作所でほこ′～しト排煙

ダストの諸性汽な十分研究黒測し,〟ス調緑畏~紹を~前腔Lた㍍気≠

じ人装;ござ【亡を考案L納入した.二｡

この じん装音程の什依は~卜記のようてし与ノる_.

J杉 式 SO HP13

ガスニ危 78,5OOm3/h at23けつC

ガス温度 調渥購入【~12ニ肝C EP人IT120し■C

第17｢叉1磐城セノソト岐阜工場糾1,2,3号レポー

ルキルン用電気集じん装置

含じん立ヒ

じん率

[l.三力拭タこ

1.2gr..･Nm:与

98′?占

201TllrlAq

20.3.3 硫酸工業用電気集じん装置

35年度【二1立製作所が納入した硫酸製造設備用電気

し

じん装置は三

井金属工業株式会社R比精煉所納硫酸ミストEP,ならびに日東化

学工 株式会社八戸:丁二場納硫酸ダストEPで,前者ほミストEPと

してわが国初の完全屋外形て,=人l~T水封介,井通煙道など塩化ビ

ニール製斗寺殊構造を採用し, 置の単純化小形化をほかった｡

定格仕様は処王坦ガス蓑325Nm3/′minで 酸率99.9%であるが,納

入試験結果は処粥ガス丑325Nm3/′minでり川合ミスト畳まったく

酸率100%で,好調裡に継続運転にほいった｡第18図はその

外観写真であるL｡

20.3.4 ガス工業用電気集じん装置

部~市ガス製造｢二程におけるガス清浄装膚の合理化の一環として電

気 じん装一帯が採用されているカ135年度ほ東京止斯株式会社豊州

工場に34年度に引続き,増熱ガス発生炉ガス潰浄用として納人した｡

また地方部市ガス製造設備用として小形標準化されたタール･ミス

トEPを日本海瓦斯株式会社岩淵工場に納入した｡本小形タール

EP の什様は下記のとうりである.

形
J_(

ガ ス ニし

カ■､ス品し1要

′含クール;11

伐じん率

圧∴りおト失

S(〕-VTl1

2,51)011⊥3ノ11

10リC

lg′Nll13へ-5gノ･Nl113

97%

10TllmAq

第19図はLi木海北斯株式会社岩瀬_1二場納小形タールEPである｡
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第18図 三圧金属ニl_二葉株式会社l-1比精練所納

硫酸 ストE P

20.3.5 電気集じん装置の研究

集じん装iP-たの新労世相椚付こともなって,J)が1【三1唯一一の研兜.設備を

石するl]立製作所日ぶ研究所では大形火ノ｣裏芸じん装椚の電極板の新

形式け椚イiなど数多くの問題解明に清躍LたしJガス合成化学二i二 にお

いて,その生寝戌術向上と合上田ヒiこ伴い,処出けスほ高斤化される

帆一引こあるがこのような高圧ガス(30kg′′cm2G2000C)中において

触媒などの汚 防lヒのためにエロゾー′しの じん浄化が要望される

が,lは製作所ではこjL仁)の高=三ガスについてのコロナ放電現像の

J.定礎一夫験ならびに別げ封ヒ学工業株式会社のご好意による現場悪賢如こ

よって扶素製造ⅧTexaco-preCeSS重油ガス化行種におけ㌃効

な電気髄じんに成功し,そのI二業化の可能性せ.､㌧証したし∴第20図は

甫圧㍍気集じん器の外観である..)

また一方ナフサ分噺炉発]

ク除去用として,低圧ガス川

ガス中のタールおよびカーボン~ブラッ

ヨソ株式会社倉敷研究凧こ納入,

され,倉放レイ

じん率99%以上の好成精にて渠

動運転｢いである{⊃木装程の比価は~~F記のとおりである｡

形 式

処理ガス農

ガス琵左度

ガスJ上山

ガス性質

入r･~l含じん量

じん率

SO-VTl1

270NIn3/■′h

70～80DC

280･､380mmHg abs

ナフサ分解炉発里ガス(H2ガス28%外)

0.6g′･/Nm3

99%

20.3.4 電気集じん装置荷電用配電盤

第21図は二F~=け製

湿式電気

株式会社‡ニミロ7-F∫製錬所納,カドウム回収用

じん装置の電瀾瀞閤川配電盤で,けりJ12l(W,定格D･C,

60kV,200mA,3¢仝波セレン整流装障1組を制御するものである｡

制御方式としてほ可灘挿=アクトノLと磁気増幅器とを組合わせた

無援瓜式全自動制御方式な採丑しているり

本ノブ式は電気 じん装置内で電弧短絡が発生Lた場合,100ms以

卜の短時間に消弧を完了い年荷電するので火花せん絡をひん発する

じん電圧においてすら高能率安定運転ができる.〕

20.4 汚水処理装置

戦後の飛躍的な工 生産力の増強と郡†l了への人 ∩ 雄和

米比較的に等閑視されていた二~l二業廃水あるいは郡~市下水の処理が,

抑11の汚濁に基く各種の妨げと⊥業用水の木星を補う戻水の再使用

の観点から督方面よりその処鮎こ/~〕いてテ=-こlされるようになってき

た.､

国内てヰー･7郡の先進瓢【fでほすでに戦鉦=)卜邪芭の悠柚こ力な

第19岡il木和瓦斯株式会社灘

ター′レ ストE P

入Jt,さらに処理装mキ設備した処刑

.ミ~楚し郁l【i卜水な押化処理してい

るれ 一般には軟米に比し_､上遅れなホ

tているし,Lたがって近作終末処理物

を含む~F水道腰捕紳M乳腺がぷ に高虻

り,各祁~市でのこの種設備の計画立塞

がなされるようになり,空前の下水道

ブームを引き起Lている._,

Fl二正金属 ほここ数年

来この~方面の処理機備馴附こ.イr川し,

試作研究なすすめるととヰ)に行郡に~11f

納入し好評を得ている｡ノ

次に35年度に製作Lた.掛阻減車特筆

すべき∴,三のものについてその概要

介する｡

20.4.】沈砂池用自動除じん機

沈砂池には処押物の性格によっても

異るが,ポンプ場を兼川している場合
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第20図 高け三ガス清沖H~】

掲気･某じん装蹄

第21図 U打製銚株式

会社三針市製銚所納

電気集じん装~置′電源制

御用配電盤

には一般に汚水用および雨水川の沈砂池が別々に設けられる｡1■-†動

除じん機は沈砂池の前あるいほあとに設けられた格子に引圭糾ナられ

たじんあいを,2列のチェーノの間に取付けらjLたレーキによって

【･J動的にかきあげ除去する装置で,その｢川勺により格子の有効間隙,

そのほか什様が決定される′)

舞22図に名-.1｢鼠け丁一年ド水処理切に納入したけ水ならびに雨水川

i徐じん機とその付属設備を示す｡なお本除じん棟にほ飾漆かき落し

用ワイパの緩衝装苫として洲~F三シリンダノーCのものを採用Lている｡

20.ん2 スケールコレクタ

従来熱聞‖三延⊥場での圧延機表面より剥離脱落したスケールの処

理法としては,一一都け工場を除き運転休止時に人事こよって除去搬

Jllしているところが多かった｡-,

近時圧延二糾)増加L伴い運転机上馴調が宝豆く,
ーレケスな竹=紺

のかきけ=∴方法として本コレクタが採用されるようになってきた｡

すなわち比延コニ場より流Jlけるスケールを含んだ用水を一時貯糟の

ピットに導き,スケールを槽底部に沈でん堆積させチューンに取付

けられたスクレパにより傾斜部を経て惜外に搬旧する構造のコンベ

ヤである(つ 舞23図は尼崎製鉄株式会社中′ト形圧延工場に設置され

たスケールコレクタである｡

20.4.3 スラッジコレクタ

スラッジコレクタには第一一沈でん池用と第二沈でん池川との二純

類あるし=.沈でん池の構造けド水の処珊方法および[柑勺によって異な
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第22図 名~占▲屋市水道局~丁･年処理場納

除じん擬据付現場

第231冥1尼崎製鉄保式会社納中小T｢壬 第24周 東京都砂町~卜水処靴場

作妊~l二場用スケールコレクタ 岸亨~二沈でん他の駆動部と溢流堰

るが,活性汚泥法を採用する場合には第二沈でん池に沈でんする‡･′ノ

泥昆は第一沈でん池にくらべ数情の織こ通するだけでなく,腐敗予

防ぎ新鮮な捕性汚泥を曝気鮒こ供給するためすん?かに汚泥を捕集

せねばならない｡

なお第二沈でん池で得られた上澄水ほ椚毒の上,再‖川･こ放流Lま

たほ再使用に供される｡したがってその構造は~F水中の汚物を沈で

ん除去を主目的とする第一沈でん池とはおのずから異なってくる｡

舞24図に東京都砂町~F水処即場第二沈でん池川として納入L′

たコレクタの概略構造を示す｡本コレクタは処理人口85万人,

302,720Ⅰユー3川を対照しノたもので,1槽の人きさ,

25･5nュ×深4mのもの4槽を擁し,リンクベルト

さ45m x幅

のこの柁コレ

クタとしてほわが国最人の規模をもっている｡

また第25図に大阪市1~~一駅(~射)処理場第二沈でん池用とLて納入

したコレクタの駆動部を示す｡本処理場ほ処上巳!人口47万人,処理水

量165,000m3パ1を対附こ建設されたもので,清性汚泥法を採用し

ている｡

本コレクタほ,3列のコレクタを1台のモータで駆倒するが,ク

ラッチ装i恥こよF)葬列を甲独にも運転できる構造になっている

と,各軸受には回転を円滑にするため 小潤滑装置を施している

と,魚荷の変動に応じ速度を変えるため無段麿

こ

機を装備Lている

ことなどの特長をもっている｡また本コレクタの-･部にはスクレー

パの走行抵抗を減じその傾きを少なくするため試験的にスクレーパ

両端にローラを付したものもある｡

第25図 大阪市中浜乗処理場第二沈でん他の

駆動部のクラッチ装置

20.5 遠心
ご圭
/日 浄校

20･5･13SPH-F形,3SPHG-F形遠心清浄機

J読近舶用などの仙清浄甘としてほ,D形遠心冊争機に比べ取扱い

および構造が簡印なS形遠心清浄機の大容量処開機横が要望されて

いる｡従 S形におし＼ては取扱上,ボウル坑量を現在形よりもあま

り重ぐできないので,能力の増加を計ることができなかったが研究

の結果ボウルを特殊構造とすることによって,油処理を対象とした

大郷昌:処押3SPH-F形,および3SPHG-F形を完成した｡

このボウルほ筒部の･一一部分に拡大部を設け,ボウル内全部を吉山括

榊こ有幼に利用できるようにしたものである｡このため一般ボウル

に比べて屯甘が大差なく,処理能力は一般ボウルの1.5倍に増大し

た..㌻J

3SPHG-F形は汚仙供蘭用と清浄油

もので使用に使利である｡

そのほか両機のおもな特長ほ

出用ポソプを直結装備した

(1)電動機と被駆動脚の間にフリクショソプーリを設けている

ので, 動が円滑で,かつベルトほずれの起るおそれがない｡

(2)ボウル内の隔壁径が大であるので,処理中に油の比重や供

約量が変化しても分離不良を起すおそれがない｡

(3)ボウル拡大部ほ分解可能で,スラッジなどによって,液通

路が閉場される心配がない｡

第26図

清浄機

3SPHG･-F形遠心

倒≠川小いい･iJ小繋･J･べ吋
_

､

第271又1 3SPH←F形遠心




